
 

資産と費用の区分誤り 

監査（検査）実施年月日（委員：令和－年－月－日、事務局：令和４年10月19日） 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 

モノレール建設事

務所 

 

令和３年度の財務諸表（貸借対照表）において、下記の仕訳の内容を確認

したところ、建設仮勘定に計上すべきものが費用として処理されていた。 

 

 

年度 契約名称 金額 

建設仮勘定に

計上すべき金

額 

令和３年度 

大阪モノレール（仮称）瓜

生堂車両基地内の支柱等

建設工事委託 

333,460,000円 333,460,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検出事項について、速やかに是正措置を講じるとともに、原因を確認し、所属の

チェック体制を強化する等、再発防止に向け必要な措置を講じられたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）建設仮勘定の精算処理について 

「新公会計制度マニュアル」第一章 新公会計制度の概要、２ 新公会計制度特

有の会計処理 ５ 建設仮勘定 より 

○ 建設仮勘定は、建設中の固定資産の取得に要した費用について、その施設等

が完成し、引き渡しを受けるまでの間、又は供用が開始されるまでの間におい

て一時的にプールするための勘定です。新規取得、改修にかかわらず、その資

産価値の上昇を伴う工事等で公有財産台帳等に登録されるものが対象となりま

す。 

○ 工事が完了して、供用開始となった時点で固定資産台帳（公有財産システム）

への記録を行いますが、併せて、財務会計システムで建物、工作物など整理す

べき勘定への精算処理を行うことで、本勘定への振替が行われます。 

○ 一部、または全部が費用であるにもかかわらず建設仮勘定に計上している場

合、精算登録において費用へ変更することはできませんので、建設仮勘定に計

上している金額を複式情報訂正した後に、改めて精算登録を行います。 

  
財務会計シ

ステムの複式

情報修正を行

い、建設仮勘

定の是正処理

を行った。 
所内グルー

プ長会議にお

いて監査結果

の報告を行

い、注意喚起

を行った。 
今回の検出

事項の 原因

は、業務担当

者及び支出担

当者の認識不

足及びチェッ

ク漏れのため

である。 

今後は、業

務担当者及び

支出担当者が

建設仮勘定の

処理方法等に

ついて正しく

理解の上、相

互にチェック

を行い、適正

な事務処理を

行う。 

 

【大阪府公有財産台帳等処理要領】 

別表４ 固定資産計上基準表 

（固定資産計上の基本方針） 

１．取得時点での取引価格（購入代価等）だけではなく、その財産を取得するた

めに要した付随的支出（詳細設計費など）も含めて資産として計上する。 

２．取得後に、当該資産の価値を高め、又はその耐久性を増すことに要した支出

は資産として計上する。なお、この場合における付随的支出についても前項の

規定を準用する。 

 

【建設仮勘定取扱要領】 

（建設仮勘定の計上） 

第３条 建設仮勘定に計上する対象資産は、作成基準第15条第１号アに規定する

有形固定資産（土地を除く。）、同条第２号アに規定する有形固定資産（土地を

除く。）及び同条第６号に規定するソフトウェアとする。 

２ 建設仮勘定に計上する金額は、公有財産要領別表４「固定資産計上基準表」

に基づき、取得に要する価額及び付随的支出を計上しなければならない。 

第４条 建設仮勘定は、公有財産要領第４条及び第５条に規定する取得年月日又

は異動年月日をもって精算しなければならない。 

２ 前項に規定する精算と併せて、本資産勘定の額と同額の財産を公有財産台帳

に登録しなければならない。 


